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Summary 
New agricultural policy intend to make-up a new trager of agriculture， named “Organic group of 
form management"， In this paper the author intind to critisize the argument from view point of deverop. 
ment of peasantry in Japan. Onaya farming group is a such case. they are the own farm management and 

























































































者介護体制の整備を行う」としているが これまでの農 出そうとするところに “地域農業の組織化"の真の狙
村地域の状況，また都市における高齢者問題の深刻化を いと今目的意義がある」 4)としている.そして，その具






























































年次 水稲 麦類 大豆 養蚕 乳牛 1家
1975 296 86 276 286 112 
1980 391 208 355 490 170 
1985 375 312 6 160 487 198 
1990 275 294 17 58 479 143 
(注)1990年は農協販売高，農協資料より作成
第2表 水稲，麦類，大豆の作付面積 (ha)
年次 水田面積 水稲 麦類 大豆
1975 539 524 334 2 
1980 503 428 402 2 
1985 473 364 391 7 
1990 465 287 427 35 



















197 5年 1980年 1 992年
良
所有 労 養 家 畜 養 家畜 労 養 家畜家
耕地 働 兼業状況 蚕 蚕 働 兼 業 状 I児 蚕 備 考No 
(a) 力 (g) (頭) (g) (頭) 力 (g) (頭)
1 1 177 4 ②ー自営 155 160 2 ②一自営 後公務員(県庁)
21 154 2 ③ー木工所 155 145 2 ② 退職 後 県ー外 花
3 1 143 1 2 165 乳 15 140 宇L 15 1 2 後 公ー務員(県庁) 花
4 1 132 4 ②一建設会社 110 乳 8 1 80 字L 812 ②一退職 後 就ー農 花(-60a+60a>団地
5 1 121 3 ②ー工務庖 60 2 ③ー工務庖
6 1 121 3 ②ー建設会社 乳 1 手L 1 2 ② 退ー職 後 会ー社員(農機具)
7 95 3 ③ー食品セント 75 115 2 ② 退ー職 花+野菜
8 92 2 ③ー建設会社 105 110 2 ②建設会社後 会社員 イシ
9 88 3 42.5 40 2 後 会ー社員 花
101 82 2 ②ー建設会社 115 95 2 ② 建ー設会社 後 看ー護士
11 73 2 100 豚 1 目事 1 2 後一オベ レータ 野菜
121 69 2 ②ー建設会社 145 豚 I 170 2 ② 退ー職 後 農ー協
131 60 41@ー印刷工 手L 18 手L 18 2 ② 印ー刷工 乳30
141 50 2 ②一建設会社 肉牛 2 肉牛2 2 ②一建設会社 後 会ー社員
151 175 2 280 250 2 後 農ー協 花+野菜
161 167 2 1 主 教ー員
171 153 2 105 80 1 後 公ー務員(市役所)
181 143 3 ⑧ー酪連 ワ ? 2 ⑫ー 酪連
191 138 2 125 90 I 後ー経理士 11:. 
20 109 2 ⑧ー酪連 125 手L 2 105 字L 2 2 ⑫ 酪ー連
211 86 3 ⑧一公務員 77.5 70 2 @ 公務員 〈転用〉
221 85 2 ⑮一会社経営 ワ ワ 2 ②一会社経営
231 84 2 62.5 60 1 (-26a>団地へ
241 83 3 65 乳 7 65 乳 7 1 後 公ー務員 花
251 81 3 長一会社員 つ 乳 8 ?乳 38 2 後一会社員 乳30 花+野菜
261 80 2 90 90 1 後 公ー務員 (X30a>団地へ
271 75 2 l 主公務員 (-50a> イシ
281 73 2 ⑧-会社員 ⑧ 会ー社員
291 69 2 肉牛3 肉牛3 (-30a> 4シ
301 61 2 I 後 会ー社員 (-23a> 。
311 54 2 1 後 会ー社員
321 52 2 ⑧一運転手 手L 8 乳 8 I ② 運転手
331 50 2 1 後 会ー社員
341 46 2 ワ つ 1 ② 会ー社員
351 42 2 ⑧一会社員 42.5 1 ③一会社員
361 39 2 優j)一銀行 1 ③ー会社員
371 32 2 ⑧-会社員 1 ⑧会社員
381 26 2 ②一運送業 一 ③一運送業 〈他へ売却〉
391 24 2 ②一公務員 一②一公務員










21 193 l ⑧一事務員
31 183 2 
4 1 175 1 2 
5 1 149 1 3 
6 1 146 1 2 
7 1 135 1 2 
81 127 2 ②ー農協




13 95 2 自営
14 80 2 ②ー工事1;5
15 181 2 ⑮一会社員
16 159 2 ⑧一公務員
17 120 2 ②-衣料会社
18 117 2 ②一農協
19 83 2 ⑧ー 会ー社員
20 82 1 ③ー運転手
21 79 2 ⑧一会社員
22 71 2 ③一団体職員
23 58 2 ②・長会社員
24 48 1 ②一公務員
25 48 1 ⑧ー自営
26 47 2 ③一事務員
27 45 1 ③一会社員
28 37 1 ②←自営
29 33 1 ⑧一会社員
30 33 1 ⑧←団体職員
31 23 1 ③一会社員
32 23 2 ②←公務員
33 23 l ⑧一会社員








































家畜 労 養 家畜
働 兼 業 状 1兄 蚕 備 考
(頭) 力 (g) (頭)
宇L 26 I 3 後酪農 乳30 果樹
I ⑧ 事ー務員 後工員
1 ft-県外
肉牛 1 ⑨が管理
目翠 40 1 2 後公務員(市役所) 豚40
2 後一県外 野菜
乳 18 2 後 工員(酪農やる) 乳20 果樹
乳 4 2 ②一退職 後一工員
宇L 28 3 乳30 果樹
目翠 4012 後ー会社員 豚40
宇L 18 I 2 後公務員(市役所) 乳30
2 
2 中止
肉牛2 2 ③(臨時) 後一県外 140 
2 ② 会ー社員
肉牛 1 2 主ー退職 @公務員(教員) ⑪組合が管理
2 ③ 会ー社員 後 会ー社員
2 ②ー退職 後県外(生協) 有機農業
手L 6 2 ②ー会社員(酪連)
1 ② 退ー職 後公務員(市役所) 一部組合が管理
肉牛 1 2 ②会社員
2 ② 退ー職 後一会社員(日通) @⑪組合が管理
1 ③ 退ー職 後一会社員 水田，転用
1 ②ー退職 後ー県外
1 ②ー 自営 水田売却(他地区へ)
2 ②ー事務員 後会社員
1 ③司退職 後一会社員 ①が管理
1 ②自営 水田売却 (他地区へ)
1 ③ 会ー社員 (銀行) 在的が管理
1 ③ 団体職員
1 ②司会社員 後公務員(消防) ②が管理
























































































喜氏 75年 80年 92年
l 155 160 
2 155 145 
3 165 140 
4 110 80 
5 60 
6 
7 75 115 
8 105 110 
9 42 40 
10 115 95 
1 100 
12 145 170 
13 
14 
15 125 90 




家畜(頭) オペレ 農 養蚕(掃立g)
備 考
家畜(頭)
75年 80年 92年 9ー2タ年ー { 君民 75年 80年 92 75年 80年 92年
.6‘ l 18 26 手も30
ム イじ 2 140 140 1 
乳15 15 ム 3 115 115 
8 8 O イtニ 4 270 270 1 
正己 5 135 26 40 40 
I 1 6 240 
花，野菜 7 10 18 20 
乙』 花，野菜 8 120 100 3 3 
ム 11: 9 90 100 12 28 乳30
10 120 28 40 豚40
豚 l 1 O 野菜 11 185 11 18 30 
1 12 80 
18 18 20 13 80 100 
2 2 14 120 140 140 2 2 
O iE 
































時間 円 時間 円
1 177 . 0 ( X 1 ， 500 = 265 ， 500) 219.0 (X 1，800=394，200) 
2 214.5 イシ =321，700) 244.5 イシ =440，100) 
3 252.0 ( 。 =378，000) 203.0 ( イン =365，400) 
4 137.0 。 =205，500) 194.5 イシ =350，100) 
5 201. 0 ( ペシ =301，500) 211.0 。 =379，800) 
6 103.0 (X 1，300= 134，550) 168.0 ( 。 =302，400) 
7 46 . 0 ( X 1 ， 300 = 60，450) 83.0 (X1，500=124，200) 
8 8.5 イシ = 11 ，050) 35.0 ( イシ = 52，500) 
9 81.0 ( ク =105，300) 78.5 ク =117，750) 
10 70.0 ( ク =105，000) 
11 5.5 (X 1 ，000= 5，500) 
12 8.0 (X1，000= 8，000) 6.5 イシ 6，500) 
















































83 69 128.5 
18 160 
95.5 82 193 
40 136.5 187 
90 56 113 
89 160 
1.5 33 81 
31. 5 35 
75 37 157 
84 75.5 137 
90 53 163.5 
20.5 17.5 17 
2.5 18 68.5 
93 95.5 195 
324 102 102 
24 11 8 









































































取り決めで，40頭規模と規定されており， 養豚の規模拡 この女屋の状況からは，新農政で提唱されている 「経
大は望めない.ただし，独自に工夫した無臭オカヲズ堆 営組織体」を展望する必要はないのである.オペレーター
肥は好評で，酪農と並んで地域の優良堆肥の供給源、と にとどまらず，地域農家個々の可能性を汲み上げた地域























































































































真下博組合長はじめオペレーター，役員の方々，ならび 10)前掲舎 3)236 
に東上野の女屋喜代松氏に深く感謝の意を表する次第で
ある.なお本稿は，大木れい子，吉田寛ーとの共同研究
の一環であることを付記しておく.
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